
故障と対策

故障かな？と思ったら、お問い合わせいただく前に、以下の対策フローチャートに沿って各項目をお確かめください。故

障の状態を詳しく記録し連絡いただくと、後々の修理に大変役立ちます。また、クレーン本体の点検も忘れずに実施して

ください。

お問い合わせに際し、故障の状態と製造番号を連絡してください。修理対応がスムーズになります。

対策フローチャート
（想定外の故障や情報が不正確な場合、対策につながらない場合があります。）

どのような症状ですか？

操作していないのに勝手に動いた。操作と異なる動きをした。 1. 使用を中止

操作をやめても止まらない。 2. サージと振動

操作しても動かない。 3. 送信機の点検

4. 受信機の点検

動くが時々止まる。使えないときがある。 5. 信号のエラー

すぐに使えなくなる。（使用時間が短い）（充電できない） 6. 充電トラブル

外観上、明らかに壊れている。 7. 環境の影響

どの内容も当てはまらない。 8. 新たな現象

複数の症状に当てはまる場合は、それぞれのフローチャートを確認してください。

1. 使用を中止
問題が解決するまで無線システムの使用を中止してください。

危険 クレーンが思わぬ動きをし、大変危険です。そのとき送信機は？

電源が切れていた。 予備送信機の管理状態を確認。

無線システムは、同じアドレスの予備送信機以外の電波で動くことはありません。

置いておいた。 電源を入れて置いていなかったか確認。

置いた場所の凹凸や置き方で、意図しないスイッチが入る可能性があります。

操作中だった。 初めての運転の場合は、配線を確認。

操作上のうっかりミスが無かったか？。

TRB ランプの点灯。 送信機の TRB ランプが点灯した事はありませんか？

TRB ランプが点灯した事がある場合。送信機の故障です。修理に出してください。

破損している。 送信機のケースに割れや穴が開いていませんか？

水や異物が入り故障してスイッチが入る可能性があります。修理に出してください。

クレーンおよび受信機の点検を実施し、配線や端子台で短絡の可能性が無いか確認してください。また、
有線ペンダントの状態も確認してください。

クレーンの有線ペンダントの配線は、無線の配線と分離されていますか？有線ペンダントのスイッチ故
障やケーブルが短絡した場合、回り込み回路が形成され動作する可能性があります。

解決しない場合は、２. サージと振動へ



2. サージと振動 問題が解決するまで無線システムの使用を中止してくださ
い。クレーンが動き続けて止まらなくなり、大変危険です。危険操作を止めた時？

動き続けた。 無線システムとクレーンの点検を実施。

クレーンの電磁開閉器の溶着や配線の短絡が原因の場合もあります。

動いたり止まったりを繰り返した。 特定の操作や吊荷（加重）の時に発生する。または、その傾向にある。

クレーンのブレーキ解除の衝撃で、無線システムの信号にエラーが発生する場合があります。また、吊荷によ
りクレーンの振動モードが変化し、受信機が影響を受け、信号エラーになる場合もあります。信号エラーが続
くと出力を止めます。復旧すると動きだします。信号のエラーで動き続ける事はありません。

少し遅れて自然に止まった。

受信機の取付け状況を確認してください。振動が激しい場合は、受信機の取付け場所を変更するか、防
振対策を施してください。

受信機のリレーの負荷（電磁開閉器）にサージ吸収素子が付いている
か確認してください。

サージ吸収素子が付いていない場合や使用頻度が多い、または期間が長い場合は、受信機のリレー接点
が劣化している可能性があります。（注：サージが発生しない負荷もあります。）

解決しない場合は、3. 送信機の点検へ

サージ吸収素子を取付ける場合は、同時にリレーも交換してください。



3. 送信機の点検
送信機の点検を行うときは、クレーン及び受信機の電源を
切ってください。クレーンが突然動き大変危険です。危険送信機の点検

外観の破損の有無 ケースに割れや穴が開いていませんか？

水や異物が入り故障して、スイッチが入る可能性があります。修理に出してください。

送信機の TRB ランプのみが点灯した事はありませんか？

TRB ランプが点灯した事がある場合、送信機の故障です。修理に出してください。

4. 保守 ･ 点検の 2. 送信機の点検を実施し、電入操作時の表示ランプの状態を確認。

TRB ランプ 点灯 スイッチまたは無線回路の故障です。修理に出してください。

消灯 設定データに異常が発生した故障です。修理に出してください。

POW ランプ 点灯 常に点灯する場合は、他の無線局で同一周波数を使用しています。
周波数（チャネル）変更が必要です。

点滅 電池の電圧低下です。充電しても改善しない場合は、電池を交換してください。

点滅

BATT ランプ

消灯

正常です。 解決しない場合は、4. 受信機の点検へ

点滅 BATT ランプ

点灯 他の送信機のメモリ装着か、メモリが正しく装着され
ていないことが考えられます。
送信機に対応するメモリを装着しているか、メモリは
正しく装着されているか確認してください。

消灯 電源が供給されていないか、制御回路の故障です。電池の接続を点検し、充
電して再確認してください。改善しない場合は故障です。修理に出してください。

BATT ランプ



受信機の点検を行うときは、クレーン及び送信機の電源を
切ってください。また、高所作業の場合、墜落の危険があ
ります。安全を確保し、絶対に無理をしないでください。

危険
外観の確認

アンテナの接続状態を確認 アンテナとケーブルは機体が動いても問題ないように取付けてください。

受信機の点検

受信機のフタを開きます。きちんと閉じていましたか？ 少量でも水や埃が浸入している場合は修理に出してください。

4. 保守 ･ 点検の 3. 受信機の点検を実施してください。（配線や端子の緩み）

受信機の表示ランプを確認。(送信機、予備送信機を手元に確保し、周囲の安全を確認してから実施してください）

受信機の表示灯 受信機の点検スイッチを「点検」側にし、受信機の電源を入れてください。（点検スイッチの機能参照）

電源表示ランプ 消灯 受信機に電源が供給されているか確認してください。
点灯

リレー動作ランプの全消灯を確認し、
送信機の電源を入れてください。

リレー動作ランプが点灯している場合、受信機
の故障です。受信機を修理に出してください。

RSSI ランプ
点灯

消灯／
点滅

送信機の電源が入っている状態で、点灯しない場合、受信できない状態が発生
しています。送信機及び受信機の故障が考えらえます。修理してください。

ADD アドレスランプ
消灯

点灯／
点滅

送信機のアドレスと一致していません。送信機と受信機の組合せを確認してく
ださい。（チャネルスキャンが設定されていると、点灯しない場合もあります。）

CHK チェックランプ
消灯

点灯／
点滅

信号にエラーがあると点灯します。送信機の電源を入れても点灯する場合は、妨害
電波の影響または、無線システムの故障です。無線システムの点検修理が必要です。

予備送信機は、故障の判別に有効で
す。予備送信機があれば、同様の確
認をしてください。

送信機の電源にかかわらず、1秒間に4回の細かい点滅は、受信機の故障です。
CPUの自己診断機能が働いて点滅しています。受信機を修理に出してください。

変化があった場合。その送信機の故障です。修理に出してください。

予備送信機で受信機の表示ランプに
変化がありませんか？

変化が無い場合は受信機を元の状態
に戻してください。

解決しない場合、
5. 信号のエラーへ

4. 受信機の点検



6. 充電トラブル
電池は？ 古い（1.5 年以上） 使用時間が短くなります。新しい電池と交換してください。

送信機の表示灯 充電器に送信機をセットしてください。

点灯
点灯しない 充電器への給電及び充電端子の汚れを確認。

また、電池が正しく装着されているか確認。

点灯 電池のコネクタが外れていませんか？
コネクタが接続されているか確認。

消灯 2 時間以上経過したときの様子は？

送信機の故障です。修理に出してください。点滅

点滅しない 引き続き 1 時間放置しても点滅しない。

充電完了

送信機の使用時間は？ 1日（約20h）以上

1 日もたない

正常です。たまに使えない場合は、充電不足の可能性があります。
送信機を長期間放置すると、自然放電で使用時間が短くなります。

電池の寿命または、充電不足の可能性があります。
充電端子の接触不良はありませんか？確認してください。
また、低温（0℃以下）や急激な温度変化（寒冷な屋外から室内）
はありませんか。送信機の温度を室温（5℃～ 40℃）に戻して
から充電してください。

解決しない場合、7. 環境の影響へ

TRB ランプ 点滅 消灯 設定データに異常が発生した故障です。修理に出してください。BATT ランプ

消灯

BATT ランプ

BATT ランプ

TRB ランプ

5. 信号のエラー

予備送信機では発生しますか？
信号エラーが多く発生すると、出力を停止します。受信機の表示
灯で確認できます。エラーは故障ではありません。

発生しない／改善する 送信機の出力や周波数関係の故障と推定されます。修理に出して
ください。

発生する（予備送信機なし） 送信機を軽く叩くと直ったり悪くなったりしませんか？変化がある場合は、
接触不良等、送信機の故障の可能性があります。修理に出してください。

どのように発生しますか？

頻繁に発生する。 無線システムを点検に出してください。 解決しない場合

たまに、もしくはある時期や時
間帯に発生する。

妨害電波（他の無線装置と周波数が競合）やノイズが原因の場合がありま
す。発生した時の周囲の状況（他の無線機器や機械等の稼動状態など）を
お知らせください。周波数を確認し、周波数の変更と管理をしてください。

特定の場所で発生する。
アンテナの設置状況を確認し、発生する場所とアンテナとの距離
や周囲の状況をお知らせください。特定の操作で発生する。

特定の機器に妨害されている可能性があり
ます。動作する機器をお知らせください。

因果関係が明確でない場合や解決しない場合

無線システムの故障の可能性と、妨害電波やノイ
ズ環境も疑われます。環境調査をおすすめします。
また、無線システムも点検に出してください。解決しない場合、6. 充電トラブルへ

信号エラーが発生？



7. 環境の影響
ケース破損など明らかに壊れている場合は、速やかに修理に出してください。環境要因
の影響を受けやすく、重大な事故につながります。

環境要因は？

温度

湿度 主に、結露により腐食や絶縁不良に影響します。

振動・衝撃 単発
連続

信号のエラーが発生します。
共振現象が発生すると部品脱落の故障になります。

多い場合

落下等 ケース破損や部品脱落の故障になります。

ノイズ 信号のエラーが発生します。 ノイズが多く、連続すると

妨害電波 信号のエラーにより、リレー出力を切ります。同じ周波数
異なる周波数 直接の影響はありませんが、状況の調査と管理をしてください。

サージ リレーの接点を劣化させ、溶着につながります。サージ対策をしてください。

強電磁界 電子部品（半導体）に影響するレベルの場合、動作できません。

静電気・放射線 電子部品（半導体）に影響し、故障する場合があります。

火花や放電現象 ノイズを発生します。また、ケース破損の原因になります。

油・切削油・薬品 腐食やクラックが発生し、破損の原因になります。

天候 風雨
潮風

紫外線
雷

ケース破損や施工が悪いと水や埃が入り、故障します。
塩害によって、錆や腐食が発生します。
ケースが変色（退色）する場合があります。
落雷や誘雷で受信機が故障する場合があります。

管理 予備送信機
改造

点検 / 清掃

部外者が操作した場合、誤作動と同じ現象になります。
事故や故障に対して、保証できません。
ケース破損

埃やスラッジ
速やかに修理に出してください。
短絡や絶縁不良の原因になります。

解決しない場合、8. 新たな現象へ

低温

急激な温度変化

高温

0℃以下では、電池に関係する性能に影響します。

主に、製品の寿命と無線の性能に影響します。

急激な温度変化は、充電に影響します。



8. 新たな現象

対策フローチャートについて
対策フローチャートは、修理の手助けになる情報です。可能な範囲で実施してください。
また、フローチャートの結果と実際の故障原因が一致しない場合もありますので、予めご
了承ください。

原因のわからない、新たな現象の可能性があります。お手数ですが、問題解決の
手がかりになる情報をお知らせください。

不具合の内容

いつ？ いつ発生したのか（いつ頃から）お知らせください。

どこで？ 発生場所や現場の連絡先をお知らせください。

誰が？ ご担当と現認者および販売店等の情報をお知らせください。

何を？ 製品の製造番号をお知らせください。（型名・機種）

クレーンを特定できる情報をお知らせください。

その他、関連設備やシステムの情報をお知らせください。

どうした？　
どのように？

事実と推測に分けて、客観的な現象をお知らせください。

用途や使用頻度及び扱い方などの情報を教えてください。

周囲の状況（天候や現場環境）用途などを教えてください。

なぜ？ 原因や理由が分かれば、教えてください。

なんでも 気付いた事なんでも結構です。教えてください。


